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【論文】 

文学・浮世絵作品から見た大井川の川越しの再
評価について 

主査 望月伸嘉 

サマリー 

江戸時代、徳川幕府は交通政策として東海道をはじ

めとする主要な街道に宿駅制度を設け、交通・情報網の

整備を進めた。東海道の大井川は交通の要衝として、橋

を架けたり、船で川を渡ったりすることを認めず、街道を

行き交う旅人は川越
か わ ご し

人足
に ん そ く

と呼ばれる人夫に担がれて

渡っていた。その目的は、幕府のある江戸に西国大名が

容易に攻め入ることを防ぐことにあった。（注１）こうしたこ

とから大井川では当時の旅人は高額な渡し賃が必要に

なるとともに、増水した際には川留
ど

めによって島田・金谷

の両宿場に足止めを余儀なくされた。このため、大井川

は東海道最大の難所として知られた。 

しかし、その一方で松尾芭蕉の俳句をはじめとした大

井川の川越しをテーマにした文学作品や浮世絵作品か

らは、江戸時代の人々が大井川を厄介な難所と思いな

がらも、東海道の旅のスリルを体験する場所として受け入

れ、それなりに楽しんでいたことを知ることができる。本稿

は大井川を単に街道一の難所として理解するだけでは

なく、危険・不便なるがゆえの楽しみの側面もあった名所

として、一つの再評価を試みようとするものである。 

 

１．はじめに 

静岡県の中央を流れる大井川は南アルプスの間
あい

ノ岳

（標高 3,190 メートル）を源流とし、駿河湾へと流れる全長

187 キロメートルに及ぶ河川である。源流部から河口まで

の距離に対して高低差があるため、雨の少ない時期は河

川域を幾筋にも分かれて水が流れるものの、一度大雨が

降ると濁流となって大量の土砂を一気に押し流す暴れ川

としておそれられてきた。静岡県内は古来より東国と畿内

を結ぶ東海道が東西に走り、街道を行き交う旅人たちは

自ら分流する川の浅瀬を見つけて渡ったり、地元の人々

の助けを借りたりして渡っていた。江戸時代になって徳

川幕府は街道沿いの宿場に旅人が馬を乗り継ぐための

問
と い

屋
や

場
ば

や、旅人が宿泊する本陣
ほんじん

や旅
はた

籠
ご

を整備させて宿

駅制度を敷いた。また、街道には夏の強い日差しや強風

から旅人を守る並木や距離の目印となる一里塚を築き、

河川には橋を架けたり、渡船を設けたりするなどして主要

街道の整備を図った。 

しかし、幕府は西国大名が反乱を起こして幕府のある

江戸に攻め入るのを防ぐため、東海道の河川のうち駿河

の大井川、安倍川、興
お き

津
つ

川、相模の酒匂
さ か わ

川の４河川は架

橋や渡船での通行を認めず、旅人は川越人足に担がせ

て川を渡った。これは一般の旅人だけでなく大名や公家、

将軍においても同様であった。中でも大井川は川幅が約

900 メートルにも及ぶ大河であったため、川越しが最も大

規模に行われていた。渡渉に際しては通常、川越人足

が担ぐ連
れん

台
だい

（輦台）に乗って渡るか、人足の肩車で渡る

か、さらには馬に乗って渡るかのいずれかで渡らなけれ

ばならなかった。また、予め定められた公用の旅以外は

渡し賃を支払う必要があり、前述の渡渉方法やその日の

水深によって細かく値段が決められていた。大雨で川が

増水し、水深が一定の深さを超えると川を渡るのが危険な

ため、川留めと言って通行が禁止された。これにより旅人

は大井川両岸の島田宿・金谷宿での宿泊を余儀なくされ

た。東海道を行き交う旅人にとって大井川は、水難の危

険があるうえ、高額な渡し賃を支払わなければならない

場所だった。さらに、大井川が増水した際には宿場での

逗留で余計な宿泊費を必要とした。このため「箱根八里

図版１ 大井川 
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は馬でも越すが 越すに越されぬ大井川」と馬子唄にも

歌われ、東海道一の難所として全国に知られた。 

これまでの研究では大井川の川越制度の起因につい

て、軍事・政治的要因説や架橋技術的要因説などが論

じられてきたため、大井川については、交通の難所として

の説明がなされてきており、一般に広くそのように理解さ

れている。そのため、旅人を困惑させる負のイメージも持

たれてきた。だが、当時の人々は本当に大井川を「旅の

難所」と言うことだけのとらえ方をしていたのであろうか。

前述した馬子唄には難所と言うだけでなく、どこか大井

川への親しみのようなものが感じられる。以下では、大井

川に関する文学作品や浮世絵の資料から、当時の人々

の大井川に対するイメージや思いを探っていきたい。 

 

２．大井川の川越し 

本論に入る前に本稿のテーマである大井川の川越し

の概略について改めて述べておきたい。大井川の両岸

で旅人を地元の人々が対岸へ渡らせる手助けを、いつ

からはじめたのかは定かではない。永禄 10（1567）年に

は川岸に渡しを手助けする人がいたことが記されている。

江戸時代初期の儒学者林羅山
は や し ら ざ ん

（1583〜1657）が記した

『丙
へい

辰
し ん

紀行
き こ う

』（1616）には、島田の民が自分の家を大井川

の洪水で流されても、旅人から高額な渡し賃をむさぼる

ために大雨による増水を喜んでいる、と皮肉を込めて書

き残している。このことから川越しの手助けを生業とする

人がいたことが窺えるが、未だ幕府の統制下にはなく、

渡し賃の値段も、旅人と地元民との相対で決めていたと

考えられる。旅人にとっては不慣れな渡渉のため、足下

を見られ高額な渡し賃も致し方なかったと推測される。

『丙辰紀行』の記述は『東海道名所図会』（1797）にも引

用され、東海道を旅する人を困惑させる大井川の印象は

引き継がれた。 

しかし、こうした状況は幕府の交通政策とは相容れず、

また参勤交代が徐々に制度化されていく中で、街道交通

の安心・安全の確保は重要な課題であった。そのため幕

府は元禄９（1696）年に島田宿の有力者の中から川
かわ

庄屋
じ ょ う や

を任命し、不当に渡し賃を要求する川越人足を取り締ま

るとともに、渡し賃の明瞭な基準を定めるなどして、川越

制度を徐々に整えていった。 

 制度下における川越しは明け六つ（午前５から７時）か

ら暮れ六つ（午後５から７時）までと定められ、それ以降は

足下が暗く危険なため、川越しは禁じられた。一般の旅

人は川越場まで来ると口取
く ち と り

宿
や ど

で待機する口取りに誘導

されて川
かわ

会所
か い し ょ

に向かい、そこで川越しに必要な川
かわ

札
ふだ

を購

入した。川札はその日の大井川の水深によって値段が決

図版２ 東海道の主な渡渉地点 
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められた。旅人はここで渡渉手段を選び、川越人足の肩

車で渡ろうとすれば、支えの人足賃も含めて川札２枚を

購入した。より安全かつ快適に渡ることを求めて連台に

乗って渡ろうとすれば、担ぎ手の人足のほか連台の使用

料も含めて川札６枚を必要とした。川札の値段は物価の

変動によって変わったため江戸時代を通じて一定ではな

かったが、最低の膝下でも川札 1 枚につき 48 文（仮に１

文を 30 円で換算すると 1,440 円で、旅人が対岸へ渡る

には 96 文（2,880 円）を支払わなければならなかった。川

会所で川札を購入した旅人はさらに口取りによって川越

人足がいる大井川の河原へ案内されて、川札を人足に

手渡して対岸へ渡った。 

一方、東海道を通って江戸と領地を行き交う参勤交代

の大名の一行は、一度に大勢の人々が渡るうえ、参勤交

代の時期が幕府によって定められており、一日に複数の

大名が渡渉する日もあった。そうした場合、宿内の川越

人足だけでは人手が足りず、周辺の村々からも百姓を動

員して川越しを手助けすることもあった。 

さらに大雨で大井川が増水し、水深が４尺５寸（約

136cm）を超えると流される危険があるため、川留めにな

り、幕府の緊急の御
ご

状
じょう

箱
ば こ

の輸送以外は渡渉が禁止され

た。川留めによって東海道の通行は上下とも不通になり、

旅人は対岸に渡ることができず、島田・金谷の宿場に足

止めされた。この川留めが何日も続くと両宿場では旅人

が溢れ、東は藤枝・岡部宿、西は日坂・掛川宿まで影響

が及んだ。記録によれば幕末の慶応４（1867）年に川留

めが最長 28 日間続いたとされている。大井川の水深が

下がり渡渉が可能になると、早く混乱を収束させるため、

川会所での川札の販売を行わず、河原で旅人と川越人

足が相対で渡し賃を決めて渡らせることも行われた。 

このように大井川は、高額な渡し賃を支払わなければ

ならないうえ、天候によって旅の行程を大きく左右するた

め、東海道を行き交う旅人にとってはここを渡ることが旅

の最大のヤマ場であった。反対に大井川の川越しで、旅

人によって支払われる多くの渡渉料と、大井川の増水に

ともなう川留めで島田・金谷両宿場へ旅人が逗留する際

に支払う宿泊料が、それぞれの宿場の経済を回す大き

な 財 源 と な っ た 。 天 保 14 （ 1843 ） 年 に 作 ら れ た

『東海道宿村
とうかいどうしゅくそん

大概帳
たいがいちょう

』によれば島田宿の人口は 6,727 人

で静岡県内 22 宿中２番目（東海道 57 宿中８番目）、金

谷宿の人口は 4,271 人で県内 22 宿中７番目（東海道 57

宿中 17 番目）の規模であった。（注２）東海道の通常の

他の宿場とは異なり、多くの人口を抱えていることからも

その経済規模の大きさを知ることができる。 

幕府は大井川に船を浮かべることを認めなかったため、

大井川上流の川根地方と下流の島田・金谷との交流は、

天竜川や富士川など他の河川に比べると少なかった。上

流の川根地方は幕府御用林の山々が広がるいっぽう、

平地が少ないため早くから換金作物の茶の栽培が盛ん

で、茶を駿府や江戸に売ったお金で年貢を納めていた。

江戸時代中期以降は、江戸や駿府の商人が大井川の

通船許可を願い出たが、その度に島田・金谷の宿民の反

対に遭い実現しなかった。 

しかし、明治維新によって状況は大きく変わった。戊辰

図版３ 「島田宿大井川川越遺跡案内図」より 
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戦争の際、東海道を江戸に向かって進軍する官軍は、

金谷宿の役人に大井川に橋を架けるよう命じ、大井川に

仮橋が架かった。官軍が通過した後、仮橋は撤去された

が、明治３（1870）年５月に交通の利便性を図るため大井

川・安倍川の架橋・渡船を認める太政官布告が出された。

それから間もなく渡船が行われ、大井川の川越しは終焉

を迎えた。さらに明治９年には地元有志の出資により有

料の橋が架けられ、明治 22 年には鉄道（現 JR 東海道本

線）の鉄橋も架けられ、難所と言われた大井川も昔のこと

となっていった。 

 

３．文学・浮世絵に見る大井川の川越し 

 前段では大井川の川越しの方法や歴史について概略

を述べた。ここでは当時の人々が大井川の川越しをどの

ようにとらえていたのか探って見たい。手掛かりとするの

は、江戸時代の人々によって創作された俳句や川柳
せんりゅう

、

狂歌
き ょ う か

、浄瑠璃
じ ょ う る り

、浮世絵の資料である。これまでの研究で

も大井川の川越しを描いた作品はしばしば取り上げられ

てきたが、そのほとんどは大井川の川越制度にともなっ

て生まれた作品として紹介されるのにとどまっていた。し

かし、一つひとつの作品を当時の状況に照らして解釈し

ていくことで、江戸時代の人々が大井川の川越しに抱いた

「旅の難所」だけにとどまらない深層意識を理解することがで

きる。 

 

（１） 俳句 

 17 世紀後半に活躍した俳人松尾
ま つ お

芭蕉
ば し ょ う

（1644〜94）は江

戸と近畿地方を往復する東海道の旅でこの地を訪れ８句

詠んでいる。芭蕉が静岡県内を詠んだ句が全部で 12 句

であるから実に３分の２である。 

 芭蕉がこの地で数多く俳句を詠んだのには理由がある。

島田宿で酒造・製茶業を営み、後に川越しの統括責任

者の川庄屋も兼ねる塚本孫兵衛（如
じ ょ

舟
しゅう

）と親交があった

からである。如舟はすでに俳人として著名であった芭蕉

を島田宿の自宅に泊めて接待し、句会を開くなどして俳

諧を通した交遊を温めた。８句のうち大井川と関わりがあ

る句は下記の２句である。 

 

(A) 馬方は知らじ時雨の大井川  

元禄４年（1691）10 月上旬 

(B) 五月雨の空吹き落とせ大井川  

元禄７年（1694）５月 15〜19 日 

（A）は江戸へ下る際に詠んだ句で、金谷宿から島田

宿まで自分を馬に乗せて送ってくれた馬方は、時雨が

降っているのであろう大井川のことは知らないだろう、と

馬方が金谷宿への帰途で川留めにあっていないか案じ

た句である。 

  (B)は、増水し勢いよく流れる大井川よ、いっそこの五

月雨の空も吹き落としてくれ、と天候が回復し川明けにな

るのを願った句である。どちらの句も末尾を「大井川」で

結んで、この地ならではの旅情を印象付けている。 

このように芭蕉が詠んだ２つの句は大井川＝川越し・

川留めを暗示させる句であり、この句を詠んだ芭蕉以外

の一般の人々にも、すでに当時、大井川は川留めの難

所として周知されて、これらの句の背景が理解されてい

たと考えられる。確かに大井川は川留めに遭う難所であ

るが、またそれ故に大井川を題材にした旅の句を詠む

きっかけにもなっている。 

 

（２） 川柳・狂歌 

江戸時代、庶民の人情や社会を風刺した文学作品に

川柳・狂歌があり、それらの中にも川越しをテーマにした

作品があるので見てみよう。 

図版４ 芭蕉句碑「馬方は…」 
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[川柳] 

（イ） 金谷から臼挽唄を覚えて来 

（ロ） 駿遠にあくびをさせるきつい降り 

（ハ） 川留に宿の小僧が跡を追ひ 

（ニ） 川止めに手にはを直す旅日 

（ホ） 川越しも日向で石を手玉に 

（ヘ） 九十川頼みは頭ばかりなり 

（『誹風柳多留
は い ふ う や な ぎ だ る

』） 

 

[狂歌] 

（ト） 大井川かも川よりも川ごしの 

           朕が心にまかせざる雨  

 四方赤良  

（チ） 約束をたがへず九十五文まで 

かよいつめたる川越の恋 

  小川町住  

（『徳
と く

和歌後萬載集
わ か ご ま ん ざ い し ゅ う

』） 

（イ）～(ニ)はいずれも川留めによって逗留を余儀なく

された旅人の様子を詠んだものである。（ホ）は寒い冬の

季節であろうか。仕事が少なく手持ち無沙汰の川越人足

がかわ河原の石で遊ぶ様子を詠んでいる。（へ）の「九十

川」は川の水深が川越し限界の値段 90 文を意味する。

肩車で人足の頭にしがみつき、川に落ちないか冷や冷

やしながら渡る姿が目に浮かぶ。また、狂歌の（ト）も雨に

よる川留めを詠ったもので、大井川の川留めが、天下三

不如意の一つ京都の賀茂川よりも天皇の意のままになら

ないとしている。ちなみに作者四方
よ も の

赤
あか

良
ら

は著名な狂歌師、

太田
お お た

南畝
な ん ぼ

（蜀
しょく

山人
さ ん じ ん

1749～1823）である。さらに（チ）の恋

通いの歌は、95 文の渡し賃を、深
ふか

草
くさの

少将
しょうしょう

が小野小町
お の の こ ま ち

に

百夜通いをした伝説にかけて滑稽に詠んでいる。これら

のうち特に（イ）・（ロ）・（ト）は大井川の川留めを詠んだ句

首であることが読み取れ、その他の句首も川留め・高額

な渡渉料→大井川を想起させる。 

以上、川越しにまつわる川柳・狂歌の一端を見てきた

が、そこには急流大井川を渡る恐ろしさや川越しの値段

の高さが旅人を困らせ、はたまた川留めのため宿場滞在

に伴う困惑といった負のイメージというよりは、川に流され

ないかハラハラ、ドキドキしながら「スリル」を味わうある種

の楽しさや、渡し賃の高さや川留めを「滑稽さ」や「おかし

み」として捉える当時の人々のユーモアが感じとれる。 

 

（３） 滑稽本 

江戸時代に流行したお伊勢参りを題材に戯作者

十返舎一九
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

（1765～1831）が書いた『東海
と う か い

道中
どうちゅう

膝栗毛
ひ ざ く り げ

』

（享和２年・1820）は、弥
や

次郎
じ ろ

兵衛
べ え

と北
き た

八
はち

が道中で失敗を

繰り返しながら旅をするストーリーである。島田の川会所

では道端に落ちている木の枝を刀に見立てて腰に差し、

侍に扮して大井川の渡し賃を値切ろうとする。しかし、川

役人にあっさり見破られてしまい、結局正規の値段を支

払らって恐る恐る連台に乗って川を渡る様子を描いてい

る。最後には次の狂歌を付け加えて、彼らの失敗の無様

さと落水の怖さを面白おかしく詠み上げている。 

  出来合のなまくら武士のしるしとて 

 かたなのさきの折れてはずかし 

  蓮台にのりしはけつく地獄にて 

 おりたところがほんの極楽 

 

（４） 浄瑠璃・歌舞伎 

 浄瑠璃・歌舞伎の演目に大井川が舞台となった作品と

して『生
しょう

写
うつし

朝顔
あ さ が お

日記
に っ き

』がある。天保３（1832）年に大坂で

初演が行われた恋愛物で現在も上演されている。あらす

じは次の通りである。 

 芸州岸戸藩士の娘深雪
み ゆ き

が蛍狩りで知り合った宮
みや

城
ぎ

阿
あ

図版５ 「生写朝顔日記」 大井川の段 

淡路人形座提供 
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曽
そ

次
じ

郎
ろ う

と恋仲になるが、深雪に駒沢次郎左衛門なる人

物との縁談が持ち上がる。しかし、駒沢
こ ま ざ わ

次
じ

郎
ろ う

左
ざ

衛門
え も ん

が大

内家に仕官して改名した宮城阿曽次郎とは知らず、縁談

を拒んだ深雪は家出をしてしまう。流浪の末、盲目の門

付けとなり名前も朝顔と称して諸国を廻っていたある時、

島田宿の宿屋で客に琴を弾くが、その客こそが阿曽次郎

であった。公用の旅のため名前を名乗れず去ってしまい、

のちに恋人阿曽次郎と知った朝顔は大井川まで追って

行くが川留めで渡れず、悲嘆のあまり大井川へ入水しよ

うとしたところを宿屋の主人に助けられる。その後、朝顔

の願いが天に届いたのか、目も見えるようになり阿曽次

郎とも再会してめでたく夫婦になる。 

 当時の人々に大井川が川留めで渡渉できなくなること

は広く知られていたことが窺え、ようやく逢えた二人を再

び離ればなれにしてしまうこの話のクライマックスに大井

川の川留めを用いる演出で切ない恋愛話をより盛り上げ

ている。 

 

（５）浮世絵 

江戸時代に庶民に広まった浮世絵にも大井川の川越

しが数多く描かれている。葛飾
かつしか

北斎
ほ く さ い

（1760～1849）の『富

嶽三十六景』「金谷之不二」（図版６）や歌川
う た が わ

広重
ひろしげ

（1797

～1858）が描いた『東海道五十三次』の嶋田、金谷（図版

７・８）が有名であるが、このほか、美人（図版９・10）、役者

（図版 11）、相撲力士（図版 12）など、大井川を渡る姿を

描いた様々な作品があり、島田市博物館ではこうした浮

世絵作品を数多く所蔵し、その数は現在、約 40 件に及

ぶ。 

これらの作品を見ていく中で、大井川の川越しの大変

さを伝える作品は北斎の「金谷之不二」で、川の中を大

名一行が波に翻弄
ほ ん ろ う

されながら渡っていく様子を描いてい

る。 

しかし、それ以外の作品からは川越しの怖さや厳しさ

は感じない。むしろ普段は体験することのできない旅の

楽しさや、女性が連台に乗って渡っていく華やかさ、優

雅さを感じる。かなり誇張されているが、図版 10 の「大井

川往来之図」に至っては、左側で肩車に乗る 2 人の女性

が煙草
た ば こ

の火種の受け渡しする様子を描いており、川越し

を余裕で楽しみながら渡っている。両者は実に対照的で

ある。 

当時の浮世絵は商業印刷物で、江戸の版元が客に売

れるであろうと思われる題材を絵師に描かせていた。あく

まで売れることが前提であったため、そこに描かれる題材

は、当時の人々が求めるものが描かれていると言える。

現代でも俳優やモデルが有名景勝地で写真撮影したも

のをよく目にする。当時人気の題材と大井川の川越しを

掛け合わせた浮世絵作品からは、大井川が難所でありな

がら、川を渡って旅をする名所として描いていることが読

みとれる。逆に言えば大井川の川越し風景も人気の画題

であったため、数多くの江戸の版元が大井川の川越しを

絵師に描かせ、これほどまでの数の作品が生まれたとも

言える。 

 

 

 

 

 図版７ 歌川広重 「東海道五十三次 嶋田」（注 3 

図版６ 葛飾北斎 「富嶽三十六景 金谷之不二」 
島田掛川信用金庫所蔵 
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図版 11 歌川国清 「大井川往来之図」 

図版８ 歌川広重 「東海道五十三次 金谷」 

図版 10 二代目歌川広重 「東海道川尽大井川の図」 

図版９ 歌川国貞 「東海道五十三次之内島田」 
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４．結び 

以上、文学作品や浮世絵に描かれた大井川の川越し

について見てきた。そこから読みとれることについて確認

していきたい。 

 前述した松尾芭蕉の句は、いずれも大井川の川留め

がその背景にあることが読み取れる句であり、当時すで

に大井川が旅の難所であることは、広く世間一般に知ら

れたところであったことが窺える。川越しを詠んだ川柳や

狂歌では川越しの怖さや川越し賃の高さ、川留めの困惑

を旅のスリルや滑稽さ、おかしみに変えて表現し共感を

呼んでいる。また、『東海道中膝栗毛』では、川会所での

トラブルをユーモラスに描きながら、大井川の川越しが旅

のスリルを味わう場所として表現され、むしろそれを楽し

んでいるかのようである。そして浄瑠璃『生写朝顔日記』

においては大井川の川留めが、恋人同士を引き離す場

面に用いられ、切ない恋愛物の芝居を盛り上げている。

さらに大井川を描いた数々の浮世絵からは江戸の人々

が大井川に東海道の旅への憧れを掻き立てる１シーンで

あったことが読み取れる。そして「難所」なるがゆえの「名

所」としての大井川を、人気の題材（役者・美人・相撲力

士・富士山など）と掛け合わせて描くことで、大井川もまた

人気の題材と意識されていたことが分かる。 

 こうして見てくると、大井川が旅の難所であり、人足に担

がれて水面を渡っていく普段目にすることのない奇景が

あったからこそ、様々なジャンルの題材に取り上げられ、

数々の作品を生み出したと言える。逆説的に言えば、大

井川に川越し・川留めがなければこれらの作品も生まれ

図版 12 歌川国貞 「関取大井川越」 

図版 11 歌川豊国 「役者連台渡之図」 
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ることはなかった。人々は架橋・渡船が認められず、高額

な渡渉料を必要とするうえ、増水時には通行不能となる

不便な状況を受け入れ、むしろそれらを東海道の旅の

「憧 憬
しょうけい

」や「スリル」「おかしさ」といった「楽しみ」に作り上

げてきた。これまで見てきた作品は、いずれも江戸時代

を代表する大衆娯楽文化である。当時、お伊勢参り、江

戸や京都見物といった東海道の大井川を渡ってゆく旅

のブームは、享保年間（1716～36）ごろから始まったとさ

れ、農民や町民などの一般の人々にとってはめったに行

けない娯楽でもあったが、江戸時代後半には旅行ブーム

が何度も繰り返された。こうした人々の旅の広がりの背景

には、大井川が川越人足たちによって安全に川を渡るこ

とができる場所になっていたことを物語っている。人々は

この川越しを、意識の表層部分では東海道最大の「難所」

として捉えながらも、その深層部分では当時の「娯楽」と

して抱いていたと捉えていたことが理解できる。そしてこ

れら数々の作品は、刷り物の出版物や大衆演劇として親

しまれ、大井川の渡渉を体験したことのある人だけでなく、

大井川を見たことがない人々にも幅広く周知されていっ

た。 

これまでの大井川の川越しに対する評価やとらえ方は

「難所」に偏っており、当時の人々の受け止め方につい

てはほとんど議論されてこなかった。確かに、参勤交替

で江戸と領地を一年おきに往復する大名家や頻繁に通

る人々にとっては、厄介な難所であったであろう。しかし、

述べてきたように川越しを描いた作品を当時の状況に照

らして改めて見ていくことで、庶民が大井川を「東海道の

旅の名所」としても捉えていたことが理解できる。冒頭で

紹介した「越すに越されぬ大井川」の親しみを感じさせる

馬子唄も、そうした二つのイメージ・評価が民謡として今

でも歌い継がれているこの唄を生みだしたのかもしれな

い。 

最後に、本稿をまとめるにあたり、画像の提供を快諾し

ていただいた淡路人形座様、島田掛川信用金庫様、そ

して本稿執筆にあたりヒントを与えてくださった河岸鋭治

様、雅俊様に心より感謝申し上げます。 

 

注1． 川越制度の発生要因について、筆者は軍事・警察を目的

とする説を支持するが、本稿の目的とは離れるためここで

は論じない。 

注2． 大坂までの伏見、淀、枚方、守口の 4 宿を東海道の宿に含

む。 

注3． 図版の所蔵先が示していない浮世絵作品はすべて島田市

博物館所蔵である。 
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